
様式第 2号

事業計画書 (提案の概要)

募集施設の名称 湖北みずどリステーション

申
請
者

所在地 滋賀県長浜市湖北町尾上 107

団体名 株式会社 紅チrl占

代表者氏名 山本 清蔵

1 管理運営についての基本方針等 【 条例第 4条第 1号及び第 2号】

(1)施設の管理運営に

ついての基本方針

風光明媚で豊かな自然環境に恵まれた湖畔の立地を生かし、次の3

つの柱を基に道の駅の運営に取り組みます。

【人口減少社会において、地域住民にとつての新しいインフラとな

る次世代型コミュニティとしての「道の駅」モデルを目指します。】

【地元の共同体と湖北のローカルプレーヤーによる、地域貢献型の

運営体制を目指します。】

【農業、漁業、観光、防災における地域との強固な連携を実現し、

海外ともつながるグローバルかつローカルな連携を目指します。】

(2)指定管理者を希望

する理由・目的

三大大都市圏の三叉路である地域性、現状で外から来た若者が住民

として定着 し始めた住みやすい居住性、自然・文化・歴史をしつか

りと残 した伝承性を持つこの湖北地域。そんな地域で創業から60年

間、湖岸の風景の移 り変わり、市域の人の流れや巽境の変化を共に

歩んできた企業として道の駅の運営を希望します。

(3)施設の課題とその

対応

現状での課題と対応策を記述します。
・さざなみ街道の通行量に比べ観光目的の立ち寄り利用が少なく、

トイレや自販機利用など通過施設と化している。
→ 定期的な整備が必要と考えます。 トイレ等の大きなインフラは

県や市と協力 し対応 します。植栽の管理やサインの掲示は独自

にこまめに行 うことで、まずは敷地内に流入する利用者を増や

します。
・設備の老朽化に伴 う来場者数の落ち込み
→ 老朽化への対応に関しては次年度以降、利益を生み出せる体制

に移行後に、市と協議 しながら取り組むことと考えています。

他方、マンパワー (シフ トや人員配置の工夫)の改善でカバー

できることは多く、例えば、集客動向を分析 した上での体館 日

設定や営業時間の工夫、導線の工夫により来場者数を増やすこ

とで収支を均衡状態まで持つて行くことが可能と考えます。た

だし、平成 13年に共用開始後に大規模な改装はなく、レジから

見渡せない売 り場 (万引きの常態化)や、道の駅化するときに

トイレを無理や り24時間化するなど、道の駅の構造としては大

きな欠点が散見されます。これらの点については、建物構造上

の改修なども関係することから、指定管理を受諾できた後は、



将来にわたる具体的な展望と共に関係部署との調整が必要と考

えます。
・ターグットを見失つた雰囲気やイメージづくり。
→ テーマを明確にし、目的を定めたイベン トの開催 と集客戦略を

展開します。詳しくは事業計画書をご覧ください。

2 組織体制・職員配置等 【審査基準 :条例第4条第 4号】

3 利用促進等 【審査基準 :条例第 4条第 1号及び第 2号】

(1)管理運営の組織体

需1

事業計画書のとお り(2)管理運営に係る職

員配置及び今後の採

用計画

(3)人材育成の考え方

や職員の研修計画等

・新しい視野を持つ外部人材の登用と地域の魅力を良く知る地元若

手人材の活用を併用します。
・道の駅外での観光振興への取り組みや周辺施設との連携、地域と

の連携を創造できる人材の育成を目指します。
・地域や観光を学ぶため研修を定期的に開催します。
・外部組織との人事交流を計画します。

(1)施設の利用促進に

向けた具体的な取組

(施設の特色を活か

した自主事業の展開

を含む。)及び達成目

標

「ACTIVE LAKE― STYLE」 STAT10N

=主な取 り組み=
・SNSを使つた広報、誘客活動
・隣接施設である野鳥センター (湿地センター含む)と の連携
・生産者団体、納入業者様との積極的な協業

・体験型コンテンツの開発と販売
・夕陽の名勝をしつか りとPR

・水辺にある立地を活かした道の駅のイメージづくりと発信

=達成 目標=
・道の駅への集客は年間 20万人を基本ラインとし、次年度以降の漸

増を計 り、年間 25万人 (125%増 )を 5年後の目標値 として掲げます。

(2)地域・関係機関 i

ボランティア等との

連携についての考え

方や方策

・尾上自治会との連携を通じた年一回以上のイベン ト開催。
・尾上湿.泉旅館組合 と連携した宿泊客の道の駅への誘客のためのキ

ャンペーン展開。
・朝 回漁業組合からの仕入を通じた実演販売や体験教室の実施。

・尾上菜の会からの安定仕入を前提にしたメニュー開発。

・長浜観光協会インバウンド部会 と連携 した、海外観光客の立ち寄

り誘致。
・びわ湖 ビジターズビューローやびわイチ推進室と連携 したびわイ

チサイクリス トの誘致。
。輸の国びわ湖、五環生活との連携を通じた自転車不1用 事業の展開。

・地域食材を活用 し発酵食、ジビエなどを提供する飲食事業の展開。

・湖魚やジビエ、地域野菜を積極販売する物販エ リアの再構成。

(3)施設の PRや情報

提供など広報活動に

ついての効果的な取

組

・SNSを用いた積極的な情報発信
・地域の組織や運営母体である旅館紅鮎 と連携 した情報発信

・施設内に配架するチラシなどを工夫 し、複数回または定期的な来

館を促す広報活動の展 F刀弓



4 サービス向上等 【審査基準 :条例第 4条第 1号及び第 2号】

5 施設の管理運営等 【審査基準 :条例第 4条第 3号及び第 4号】

(1)利用者等からの二

―ズの把握方法

・コミュニティーバスの運行 (将来的な目標)を通 じた地域の生の

声の把握。
・アプリや Webア ンケー トを通じた道の駅の評価委を実施
・観光協会や野鳥センターが実施するフォ トコンテス トとの連携に

よる観光ニーズの把握
。中日本総合観光機構 との連携による訪問データの収集
・景品付きアンケー トの実施などによる顧客動向把握
・イベントなどを通じた意見収集の機会提供 とその実施
・ホームページを活用 した意見公募

(2)利用者等からの苦

情等に対する対応

・将来的に道の駅 「事務室」をガラス張りにし、お客様とのコミュ

ニケーションを取りやすい環境を作ります。
・目安箱を設置し、利用者の不安や不満の解消に取り組みます。
・定期的に顧客満足度調査を実施します。

(3)その他サービスの

質を維持・向上する

ための取組

。社員間での褒賞制度を導入 し、積極的な業務改善につなげます。
・定期的な研修実施によるスタッフの能力向上
。こまめな見回りとメンテナンスによる状況改善

(1)施設の管理運営に

おける経費節減のた

めの取組

・照明や冷暖房の効率的な運用に関して、内規を設け、従業員の誰

でもが適宜対応できる体制を整えます。
・現状ほとんど活用 されていないサンルーフ積極的に活用 し、施設

の弱点でもある西日対策に取 り組みます。
・琵琶湖側の設置物を極力取 り除き、自然の風や光を取 り込んだ運

営を目指します。
・資源ごみの有償引取 り等によるごみ処理費用の節減

(2)利用料金の設定及

び設定根拠

事業計画書をご覧ください。
*利用料金の設定根拠として、現状運営者の平均手数料率が 29%

であることを考慮し、算出しました。運営開始後の販売動向を

見て納入者と協議し、指定の手順を踏んだ改定を行います。よ

り高い物販の消化率を実現することで、認知度の向上などを通

して納入者さんにもメリントがある価格を実現します。

(3)維持管理業務 (清

掃 ,保守点検・警備

等)の内容、方法、

頻度、今後の修繕計

画等

・定期的な植栽の整備

・降雪時における敷地内の速やかな除雪
・スタッフによる開店前、閉店後の積極的な施設清掃

・消火、避難訓練をはじめとする定期的な訓練の実施

(今後の修繕 )

=自 主的なもの=
・狭 く暗い トイレヘの導線整備
。景観を卜正.害する自動販売機の移設 (施設の側面部へ

)

・駐車場の縁石除去による、駐車スペースの有効活用

・飲食スペースの座敷撤去と椅子テーブル化
・事務所側墜のガラス張り化 と観光案内機能付加のための改修

=協議および支援が必要な修繕=
・ トイレの建物からの分離または大規模な改修



・地下ガスタンクの移設
。建物北側駐車場の改修 と野鳥センターとの間仕切 り撤去

・サイクリス ト、 トラッカーが利用可能なシャワー設備の設置

・給楊、給水設備 (過去に更新履歴無)の入れ替え

6 その他 【審査基準 :条例第4条第 4号】

(1)利用者の個人情報

を保護するための取

組

・個人情報保護法に基づく社内規則の整備

・定期的な研修の実施
。自治体等が行 う研修事業への参加

(2)施設の管理運営に

おける環境に配慮 し

た取組

・自主的なごみの削減
・リサイクルに関する取り組みの実施

・ごみの持ち込み削減に関する啓もう活動の実施

・館内でのびわ湖や滋賀の環境に関する展示または掲示の実施

(3)防災、防犯その他

緊急時 (災害 こ事故

等)の対応及び危機

管理体制

・民間警備会社との契約による閉店～開店までの施設警備の実施

・災害時の連絡網整備と Yahoo緊急連絡網の導入による速やかな危

機管理対応
・食料備蓄や災害対応への備品購入と整理

(4)同 様・類似の業務

の実績等

・湖底遺跡資料館の拝観受付と管理業務 (尾上自治会より受話)

フ 自由提案 【審査基準 :条例第 4条第 2号及び第 5号】

※提案の概要は、次頁からの事業計画書に基づきA4版片面4枚以内で作成してください。

※審査基準にて示す条例は、「長浜市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例」のことです。

その他施設の管理運営

業務を効果的・効率的

に推進 していくために

提案したいこと、貴団

体の独自性やアピール

したいこと、施設譲渡

に対する考え方

・地域の団体とのつながりを駆使 して、道の駅が旅の目的地となる

よう積極的に広報活動を行います。
・道の駅の近隣で 60年以上にわたり経営を続ける宿泊施設として、

立地を活かし、アウトドア用品会社の出店誘致やイベン ト開催に

積極的に取り組みます。
・ 2階交流室を活用したイベントやクラブ活動の実施により、道の

駅ファンを増やすことで、人の交流や情報交換が行われる場の提

供を目指します。
・政府の未来投資会議が提言した 「新たな成長戦略実行計画策定に

関する中問報告」内にある MaaS(モ ビジティアズアサービス)の
普及を促進するための関連法案成立を前提としたシャトルバスの

運行

【施設の譲渡に関して】
。現状、旧西浅井町にあつた 「つづらお荘」の譲渡計画に関する経

緯などを踏まえると、この道の駅は老朽化が進んだ現状ではまだ

改善点が多く、すぐの譲渡は非常に高いハー ドルかと思います。

ただ、地域内の他施設・観光事業者との連携などを通じて、 1-
(3)で課題に挙げたような問題点解消に向けた施設改修、整備

を所有者 (市 )と 綿密に打ち合わせし、実行できれば、地域にし

っかりと根ざした施設として、将来的な譲渡は可能と考えていま

す。土地建物を含めた完全譲渡に向け、運営者として課題の解決

に注力することはもちろん、所有者の支援を得ながら前進してい

きたいと思います。



湖北みずどリステーション指定管理者指定申請書類 /様式第2号「事業計画書」
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様式第2号 r事業計画書」:1.管理運営についての基本方針等 [審査基準:条例第4条第1号及び第2号 ]

(lⅢ 施 設 の管 理 運 営 につ いての暴 本 方針 (1/3)

THf NEW MICトギINO‐EKI AS
A NEXT CfNERAT,ON COMMUNITY

人口減少社会において、地域住民にとっての新しいインフラとなる、

次世代型コミュニティとしての「道の駅」モデルを目指して。

国がこれまで各地で推進してきた「道の駅」モ→レは一定の成功

を収めてまいりました。その背景には、「不景気によるデフレ経済」
「都会でのストレスによる田舎への回帰」があると考えられま魂近

年では、消費者が本質的な価値を、地域の食や自然活動、現地の

人との交流といったリアアレナぶ体l」党に求める傾向力埓nくなっていま現

しかし、地域の高齢化に伴い、農業・漁業の後継者不足問題

や労働力不足、地域活動の新たな担い手である若年層の地元

離れなど少子高齢化によって生じた人口減少の影響は、大きな

問題として存在しており、本質的な価値として魅力的な、地域の

文化。風習・自然を保つことが難しくなっていま現

さらに、人口減少に伴ヤゝバスなどの交通インフラの縮小なども発

生し、車によって買い物ができなくなる世帯は、買い物難民や地域

コミュニケーション難民として増加することも予想され、「道の駅」

を維持する「地域住民」の活力自体が、日に日に小さくなっている

現状が認められま現

このような背景において、「道の駅」に求められる役割は、従来のよ

うなローカノ瓶 イ直の訴求や6次産業化、観光によって生じる収益の

0とD
集客

地元十国内観光

商品

価格 ・ポ ジュームの訴求

一元的な追求だけに留まら式地域住民の生活や健康を健や力司こ

県ち、今まで行政が担ってきた交通インフラの一部を代替するなど

地域コミュニティ|こ とってより公益性の高い活動を行うことが求め

られつつありま魂

本施設は次世代型コミュニティの核となる「道の駅」として、農

業・漁業の現場が高齢化や担い手不足などの深刻な課題を抱え

る中、生産者を地域レベルの6次産業化や食農連携で支援し、

観光などの異業種も巻き込み、地域に利益を還流させる継続的

な仕組みづくりを目指しま現

地域住民にとってのアクティブな活躍。生きがいの場となり、高

齢化によって生じる孤立化や健康不安などを、コミュニティのカ

で未然に予防する新たなサポートインフラとしての道の駅を提

案しま現 地元に根ぎした「ローカル共同体」と直売所運営で実

績を残してきた団体との協働により、全国に先駆け、デフレ脱却

後、人口減少社会における次世代型コミュニティとしての「道の

駅」モ⇒レの実況に挑戦いたしま現

NEW
集客

地元+近郊十海外個人客

商品

ローカル価値の訴求

イメージ

地産地消ライフスタイル

ロイヤジテイ

地産地消 。地域 コミュニテイを支える意義

施設

体験価値を高める場

運営

ローカル共同体

目的

経済陛を伴った健全なコミュニテイーの維持

イ メー ジ

|

|

非 日常的 な田舎

ロイヤ ジテイ

季節 ものを安 く買 う

運営

大企業

目的

収益の追求

施設

ローコス トの大箱

P01 l ACTIVE Lへ KE‐STYLE STATION



様式第2号「事業計画書」:1.管理運営についての基本方針等 [審査基準:条例第4条第1号及び第2号 ]

(1)施設 の管 理 運 営 につ いての基 本 方針 (2/3)

BY丁口fとOCAと′FOR THEとOCAL AS A COMMUNITY
地元の共同体と湖北のローカルプレーヤーによる、地域貢献型の運営体制

本プロジェクトチームの最も大きな特徴は、地元の強い要

望を受け、複数の地元団体で協議の上、立ち上げた運営共

同体であることで現

そのため、大企業とは違い、地元との力強いネットワークに

支えられた基盤を最大限に活かした、地域貢献型の運営体

制の実現を目指しています。
「株式会社紅鮎」は、長浜市 (旧湖北町)で旅館業を営む

法人で、湖北みずどリステーションと同じ地域で地域の魅力

を発信し、観光客を増やすことに取り組んでいま丸 この本

業活動の中で既に形成されている地元での取引関係を基に

、湖北みずどリステーションの魅力的な運営を行います。

全国でも類を見ない湖魚を活かした生鮮食材の販売は「北

尾上 自治会

尾上温泉旅館組合

びわこ水産」との密な連携によつての事業活動を予定。

全国に根強いフアンが多い滋賀県の日本酒販売には、本

之本の「冨田酒造」とのパートナーシップを予定。湖北の食

文化と切り離せない日本酒文化に関する食育プログラムな

どを提供いただきま丸

観光情報発信においては、「尾上温泉旅館組合」や、都市

圏に対して発信力の高い「湖北の暮らし案内所どんどん」と

の強力なパートナーシップ確立を目指し、新しい人の流れを

生み出します。

施設開発には、長浜市、旧伊香郡エリアにおいて様々なま

ちづくりや商品開発、地域おこし協力隊のサポートなどを実

践している地元専門家チームが担当しています。

尾上菜 の会

地元企業

朝 日漁業組合

おぶ くる亭

地元の要望

「道 の駅」運営共 同体

く応募代表企業 ・運営主林〉

く魚類・精肉販売共同運営〉   く地域・観光連携〉

北 びわ こ本 産    丸語r澳 びゎ宿 の会

長浜 1   湖北 の暮 らし案 内所 どん どん
瞥組               長浜

[拠 点 ]

ローカル専門家チーム

株式会社紅鮎疎

くデザイン経営監修〉

余呉合 同 会 社 KAIMEN

合同会社kei― fu栞ピ妹

く酒販売共同運営〉

冨田酒造
1木之本

[拠 点ユ

く業態 開発〉

長浜まちづくり

長浜株式会社

く建築設計〉

Mafis_design
と拠点]

長浜
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様式第2号「事業計画書」:1.管理運営についての基本方針等 [審査基準:条例第4条第1号及び第2号 ]

(1)施設 の管 理運 営 につ いての基 本 方針 (3/3)

THE STRONC CとOCAと REとAT!ONSttIP

農業、漁業、観光、防災における地域との強固な連携を実現。

海外ともつながるグローバルかつローカルな連携を。

本企画を検討する1こ あたり、運営主体である株式会社紅鮎は、

地元ならではのネットワークを活かした地域連携を実現するため

、地元組織や企業などと事前に面談し、運営後の連携協力に関

する承認や検討を頂いておりま現

現在の湖北みずどリステーションで既に活動を行つている湖

北町農産物直売組合や、尾上菜の会、地元の若手農家により、充

実した郷土食オ′Fの提供、現代のニーズにマッチした郷土料理メニ

ューの開発協力、イベントヘの参加、農地訪間プログラムヘの協

力なよ次世代の生産者の支援を実現しま現

尾上自治会からの要望を受け、高齢化や過疎化による交通イ

ンフラの弱体化による悪影響を緩和するため、株式会社紅鮎が

運行する送迎バスを柔軟に運用し、」R河毛駅やJR高月駅と、湖

北みずどリステーションを結ぶヨミュエティバスの運営を計画して

いま現 交通インフラという地域のライフラインの一部を担うことで

、地域への貢献を果たしま現

また、おふくろ亭からの摘睡的な協力を得ることができたため、

施設内にて直売所の生産物を活用したデリ惣菜の提供や地元レ

シピの紹介なよ地元女性の協力を通じた、地域発信のイベント

を実現することができま現 またこの活動は、地域の高齢者が保有

している貴重な知恵や調理ノウハウを次世代に引き継く
｀
だけでな

湖北町農産物
直売組合

直売所への商品供給

web/SNS情報発信連携

尾上 自治会

コミュニテイバスの連携

防災イベントの連携

町民への利便性

地元の活性化

く、その活動を通して老若男女が交流し、アクティブな生活を促す

ことが期待されま現

朝日漁業組合との協働により、全国でも知名度が高いビワマス

などの希少な湖魚を利用した飲食メニューを確立するだけでなく

、将来的には外来魚を利用したレシピを開発、実装するこど気全

国でも類を見ない「湖魚をテーマとした体験型道の駅」としての活

動を強調できま現 冨田酒造との協働の中では、地域に根づく発

酵文化の発信を目指しま筑

また、地域のビワイチサイクリストをサポートする組織の協力を

得るこどへ湖北の中核的なヤナイクルステーションとして、琵琶湖

湖岸活用を加速しま現 貴重な観光資源である野鳥センターや湿

地、湖底遺跡資料館とも連携を行い、地域としての一体的な観光

戦略を強化しま塊

フインランド大使館と日本フインランド交流協会とは、琵琶湖畔

のテントサウナイベントを通して連携を取っており、湖国同士で滋

賀県と歴史的に交流の深いフィンランドとの人イオ交流を行い、森

林と湖魚を活用した燻製料理やサウナ料理な二国際的な協業と

発信を行いま現他、地元温泉旅館組合や案内所との連携を調

整することで、観光のためのPRや集客にとどまることなく、防災や

コミュニティバスに関する連携を深めてまいりま現

尾上菜の会

地元の若手農家

希少な食材の供給

オリジナルメニュー開発

農地訪間プログラム

おぶ くる亭

地元お惣菜の販売

郷土料理教室

郷土料理メニュー開発

朝 日 漁 業 組 合

直売所への商品供給

ビワマスやモロコ、鰻など
希少食材の供給

外来魚料理レシピ
共同開発

野鳥センター

涌地センター

湖底遺跡資料館

地域自然資産の協同PR
コミュニティバスの連携

長浜市伊香森林組合

木 民

燻製レシピ共同開発

テントサウナイベント等への
薪炭供給

冨田酒造

直売所への商品供給

日本酒の講座支援

発酵食文化情報サポート

尾上温泉
旅館組合

地域情報発信連携

防災イベントの連携

地元の活性化

五環生活
輪の国びわ湖
ビワイチサイクリストヘの

サポート連携

レンタサイクル

サイクリスト用
飲食メニュー
共同開発

潮北の暮 ら し

案 内所 どん どん

各種メディアPRでの連携

各種イベントの共同開催

オリジナル商品開発

人材交流

フインラン ド
大使館

日本フィンラン ド
交流協会

テントサウナイベントの
国際発信

燻製レシピ共同開発
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様式第2号「事業計画書」:1.管理運営についての基本方針等 [審査基準:条例第4条第1号及び第2号〕

(2)施設 の管 理 運 営 を希 望す る理 由・目的 (1/3〕

‖fAとTHY COMMUNITL ATTトギEJUNCT10N OF3 RECrONS
三大都市文化固の三叉路である地域性を活かし、健やかな地域コミュニティを

経済的な自立性を伴って保っていきたい。

湖北みずどリステーションが立地する湖北

エリアは、古くから北国街道や琵琶湖水運を背

景に、関西。東海・北陸方面への道が出会う三

叉路の要衝として発展してきました。現在でも、

東海道新幹線の米原駅と、北陸新幹線の新駅

建設が進む敦賀駅を結ぶJR、 高速道路網によ

ってその三叉路としての利働陛は保たれていま

現

,
→

,
、す

。・

′″
・■
一 和幸̈的

ゆ

〓
″

To TOKY0
Via KANAZAWA
(From 2022～ )

(3hours)

北 陸都 市 圏
▼

か
一

．，

北陸新幹線が敦賀まで延仲が完了すると、湖北エリアは、2つの

主要な新幹線路に挟まれた、全国的でも例のない良好なアクセ

スを持つよ引となり、これは自家月車を持たない若年世代やイン

バウンド観光客にとっても、非常に大きな魅力となりま現関西方

面か″祈映速 1本で乗り換え無しで来訪できることも特筆すべ

き点で現 また、湖畔に面した道の駅という点では、滋賀県にお

いても稀有な存在であるため、この良好なアクセスと、極めて特

徴の大きい立地の双方を活かした魅力的な集客を行い、観光

客を満足させる健全経営を行いま現 これによって、地域大材が

活躍・交流できる場を保ち、コミュニテイバスの運営とも連携して

、地域コミュニティを経済的自立性と、精神性の両面から支援し

ま坑

京 阪 神 都 市 配

(JR新 快速で乗換不要 )

(関西空港からのアクセス)

jlと
!よ_titrili■ __

|.||'考 |='1ヤ→

i::■  々,41■

東海都市圏 北陸都市圏
(北 陸新幹線延伸 )

To OSAKA

観 光 客 を

満足 させ る

健全経営

地 域 材 が

活躍 。交流
できる場

湖北みず どリステーシ ョン

コミュニテイを

経済性・精神性の

両側面から

支援するノヽグ

コ ミュニタイ

N MA

の 三

‐すズフ

BIwako
とake

KYOT0

わ

東海都市圏

Jtt「
烈盟  T。

(中部空港からのアクセス )
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様式第2号「事業計画書」:1.管理運営についての基本方針等 [審査基準:条例第4条第1号及び第2号 ]

(2)施設 の管理運 営 を希望する理 由・目的 (2/3)

CONNECTINC Aとと丁‖EとOCAと STAR

地域をつな試人 の々暮らしをつなQ
「働いてみたい」「暮らしたい」と新世代の住民候補を魅了する先進地域となる。

長浜市エリアは、前ページで示した、全国的にも稀有な鉄道交

通インフラの利便性1こ加えて、その自然の素晴らしさと多様性に

ついても、全国トップクラスの豊かさを持つていると考えま現 政府

が進める働き方改革や地方創生の取組によって、長浜市の各地

には、新しい視点から地域おこしを試みるたくさんの若いプレーヤ

ーが存在していま現 しかし、現在そのプレーヤーたちは、例えば

木之本の範囲だけでの活動、長浜駅近辺のプレーヤーはその周

囲のみなかJヽ さなエリアでの活動に終始していることが多く、各地

のプレーヤーがネットワークを持ち、協業すること気相乗効果を

生むような体制は形成さイて いません。

また、湖北みずどリステーション周辺の尾上自治会の方々のお

話を聞いても、若ヤ了世代が進学や就職で地域を離れたきり、地元

に帰ってこないケースが非常に多く、若い世代が魅力的に感じる

雇用先や地域の魅力を描き出され
‐
Cいないことも大きな課題の 1

つですD

湖北みずどリステーションは、長浜市中心部と、旧伊香郡の各地

域のちようど中間地点、かつ交通の動脈となるさぎなみ街道沿いで

ある立地と、誰もが感じ入る圧倒的に美しい湖畔のロケーションを

活かし、長浜市はもちろん、米原、高島、敦賀や若狭などの周辺地

域でも活躍する新世代の地域の担い手同士が出会い、交流する場

所になることを目指しま現具体的には、ステーション内の2F展望

室を、カフェ機能を兼ねた交流・イベントスペースとしてリニューアル

し、そこで地域の若手が共感する様 な々イベントを仕掛けま現

その企画は、首都圏と滋賀県を繋くヽ 動を行う滋賀人(‐社)R
kel‐ ftx合同会社、湖北の暮らし案内所どメッど然ッなよ既に魅力的な

活動と発信を行つてい窃帥畿のメン ―ヾを企画委員会の中核に据

えることで、より戦略的で魅力的なソフトを提供しま坑製造業頼り

のナ也元雇用に少しでも多′隣lとをもたらし、より多くのI・ U・」ターン希

望者の受け皿となるため、湖北みずどリステーションの運用をより

コミュニティに向けた内容に更新したいと考えていま現

｀
/〔390

I KinOnloto

］
い一．

|

Ⅲlilキ |

Az8

ス テ ― シ ョ ン

BIwako
とake

〓
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様式第2号 r事業計画書」:1.管理運営についての基本方針等 [審査基準:条例第4条第1号及び第2号 ]

(2Ⅲ 施 設 の管 理 運 営 を希 望 す る理 由・目的 (3/3)

COOD SPIRAと OF BUSINESS&COMMUNITY
現在の経営状況を堅実に改善・向上し、

地域コミュニティと地域の財産である自然・歴史・文化を守っていく。

高い収益

魅力的な商品開発
若手人材 の獲得

地域コミュニタイの維持

相 〕1と :幼 :果 地域の歴史 。文化 。自然の保全

良好な農林水産物の確保

士伸城 伶業 として持 締 可能 で、収 益性 。加 域 盲献 ・ 自然環靖 保 持 を両 立 す る

私逹は60年近く尾上の地で旅館を経営し、地域内外のお客

様と共に地域の変容や、変わりゆく市場環境の中で事業活動を

糸匹続してまいりました。

地域の観光に共に携わる地元企業として、市街地から離れた湖

畔の施設運営の難しさを良く理解していま筑 だからこそ、より地

域に根差した魅力ある施設の運営を行うため、創造的なアイデ

アを基にした改革案を基にしつつも、堅実な経営の立て直しに

邁進していきたいと考えていま筑

既存施設の建物や設備など、利用できるハードウェアは軽微

な改修にとどめ、大規模な改修や設備投資を行うことなく、利活

用していくことを前提としま現 その上く 飲食事業については、

客単価の向上や収益性の改善を目的としつつも、現代の消費者

のニーズや、instagramを 始めとする広報環境に対応した、新し

い郷土食としての飲食メニューの開発や提供を行いま現 また物

販事業についても、全国ではほぼみられない「湖魚推し」コーナ

ーの拡充点 地域性を活かした発酵商品、加工品、生鮮食料品

などを適切にキュレーション(新たな価値を編集して提供)する

ことで、「湖北エリアに来たなら必ずここに来よう」「県外から友

人が遊びに来たら、必ずここに連れてこよう」と感じてもらえる、

社会活動 を行 いたい

魅力的な特産品ストアを形成しま現

こういつた経営改革を達成することで、地域の郷土食の開発や

提供、郷土食に適した農林水産物の生産や直売での利益獲得

など、創造的な道の駅運営に不可欠な地域ヨミュニティにとって

の良好な収益のハブ・人的交流のハブになることを狙いま現

また、地域の歴史や文化などを湖底遺跡資料館や野鳥センター

、湖畔での自然体験イベントとの連携を通じて地域内外の関係

者と共有・蓄積することは、今後生じる大規模な世代交代の中

で地域の魅力が散逸することを防試 結果的に「遠方からわぎわ

ぎ足を運んで体験したくなる」地域特有の本質的な魅力を維持

向上することにつながりま筑

そしてその本質的な魅力を持つた地域ヨミュニティと、そのハ

ブとなる湖北みずどリステーションにますます多くのお客様が来

訪する、といつた正のスパイラルを発生させることが可能になり

ま魂 そのような、地域にとって持続可能く 収益性・地域貢献・

自然環境保持のどれも切り捨てない、全体性を持った事業活動

によって地域の本質的な資産を次世代につないでいきたい。

そう考えることが今回施設管理運営を強く希望する理由・目的

でありま現
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様式第2号 r事業計画書」:1.管理運営についての基本方針等 [審査基準:条例第4条第1号及び第2号 ]

(3Ⅲ 施 設 の課 題 とその対 応

CttANCf TO Tttf DESTINAT10N OF THE TRAYだと

通過施設から滞在施設・観光目的地へ

前項までに述べた施設のソフトに対する全体的な課題 と対応に加えて、本項では、主にハー トの観点で、近隣でお客様
商売を行ってきた立場から、これまでの道の駅の運営、また現状を見て感じる課題 と対応策を述べたいと思います。

0とD さざなみ街道の通行量に比べ観光 目的の立ち寄 り利用が少な く、
トイレや自販機利用など通過施設 と化 している。

〔要因〕
・不定期にしか整備されない道の駅構内の植栽、また、カープが続 くわりに道の駅の存在を示すサ
インが少ない湖周道路からは、道の駅の存在が気づかれに くい。
・駐車場内は縁石や植栽等で導線が交錯し、狭い トイン、入り日の狭い店舗など、道の駅の割に使
い勝手が良いとは言い難い施設構造である。

NEW
↓

適切なサイン計画の適用・定期的な整備が必要 と考えます。

トイレ等の大きなインフラは県や市 と協力し対応するしかありませ

力S の ン の ヽ 1こ ことで

者にとって流入しやす く、滞在 した くなる場所に更新 します_

C)と D 設備の老朽化に伴 う来場者数の落 ち込み

【要因〕
旧町時代から続 く設備であり、老朽化がひどく使い勝手も悪い。
雑然 とした店内の配架、物の配置による見栄えの悪さ

↓

NEW 老朽化への対応に関しては次年度以降、利益を生み出せる体制に移行後に、市 と協議 しながら取 り組
‡β >>考 身 f きヽす _イ怖ナ  マ ンパ ワ ー rシ フ トや 人目暉置の工夫)の E宜善 でカバーできることli

ち で 加 I身 ば  亀 な 雷1由 多 ⌒ 沐F・ I′ カ トで の イ大館 日 ‡や営業蹄 FHヨ の工美、導線の工美によ り来場着救
ら,t曽ギ、つす >f・ JVせ 多拗 籍 燎 能 とで棒 ぅ て容 で が可能 と考 え ます^た だ しk平 成 13年 に業 用開攻台

る́| ★ 婦 ガ、営ナ.ヽ ドtJ患 }Jた で レ ジ 力ゝ λ 口淮 壮 ′■`とヽ 幸 場・(万耳|き の常熊イr)ゃ、消の属尺イrす る ときに ト

インを無理や り盟時間化するな ど、道の駅 の構造 としては大 きな欠点が散見 され ます。 これ らの点 に

ついては、建物構造上の改修 な ども関係す るこ とか ら、指定管理 を受諾 で きた後 は、将来にわたる具

体的な展望 と共 に関係部署 との調整が必要 と考 えます。

C'と D 滞在型ターゲットを見失った建物内空間や雰囲気づ くり

〔要因〕
・年間を通して流れるオルゴールの音色、BGMな どによる寂蓼感。
・不定期に開催される忘れ物市などの目的が不明確な催しもの。

↓
本裸案資料 内 「(1)流設 の利用促進 に向′す力量イ人的 描勲細

`怖

譜 の特角 ″活かNEW

を促 します。
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した自主事業の展開 を含 む。 )及び達成 目標 |に 基 づいた建 4/刀 内窄間へのア

ップデー トによって、滞在型ターゲ ッ トに とって満足度の高い雰囲気の形成
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様式第2号 r事業計画書」:2.組織体制・職員配置等 [審査基準:条例第4条第4号 ]

(1)管理運 営 の組 織体 制

鋒 :とた

道の駅

収益部門

農産物直売所・物販施設

飲食施設等

韓 ↓↑龍
生産者・出店者等

公益著∬閣

駐車場。トイレ。休憩/情報発信施設
コミュニティ施設。防災施設等

↑利 用 利 用

利用者。市民・団体等

(2Ⅲ 管理運営に係る職員配置及び今後の採用計画

運営の主軸は常勤の3名 。他にメインのアルバイト2名 と来店ピークに合わせて出社するアルバ

イト10名 で構成。繁忙期に合わせて追加。非常勤スタッフの50%以上は長浜市または隣接自

治体在住者 とする。営業開始前に人員の確保を目指すが、繁忙期対応はこの限りではない。た

だし、営業の状況により、必ずしも定貝いつぱいでの運営とはならないことがある。

(3)人材育成の考え方や職員の研修計画等

。観光振興に欠かせない「若者・バカ者・よそ者」の視点に従い、新しい視野を持つ外部人材の登用と

地域の魅力を良く知る地元若手人材の活用を併用することで、活気ある環境づくりに取り組む。

・地域や観光を学ぶための月一回以上の研修を通し、道の駅外での観光振興への取り組みや周辺施

設との連携、地域との連携を創造できる人材の育成を目指します。

材く式会社糸I鮎

役職 担当業務内容

道の駅の運営管理総括

同  総括補佐

同 飲食部門責任者

総務。会計業務補佐簿記

会計業務補佐

フロア (レジ・発注管理4F佐 )

フロア (レ ジ・検品 )

フロア (レ ジ・検品 )

レストラン(調理補佐 )

レストラン(調理補佐 )

レストラン(接客メイン)

レストラン(接客メイン)

レストラン(接客メイン)

レストラン(接客メイン)

繁忙期対応

清掃中心に他部署をHELP

清掃中心に他部署をHELP

資格。能力等 雇用形態 動務形態

駅長

副駅長

調理長

総務・経理

経刈!袖佐

接客①

接客②

接客③

接客④

接客⑤

接客⑥

接客⑦

接客③

接客③

接客⑩

清掃・接客

清掃・接客

甲種 防火管理者

甲種 防火管理者

調理師免許

簿記

調理師免許 (理想 )

通常勤務 7:30-16115

通常勤務 10:00‐ 18:45

通常勤務 8:30-17:15

シフト制

シフト制

シフト制

シフト制

シフト制

シフト制

シフト制

シフト制

シフト制

シフト制

シフト制

シフト制

シフト制

シフト制

常動

常勤

常勤

非常勤

非常勤

非常勤

非常勤

非常勤

非常勤

非常勤

非常勤

非常勤

非常勤

非常勤

非常勤

非常勤

非常勤
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様式第2号「事業計画書」:3利用促進等 [審査基楽 :条例第4条第]号及び第2号 ]

(1)施設の利用促進に向けた具体的な取組 (施設の特色を活かした自主事業の展開を含む。)及び達成 目標

刀ア下′/F ttκF′

CONCEPT

F ダ7下′汐ヽ イ
―ンコン

盛・

―

Ⅲ
』

尋|

アクティプ必湖北のライフスタイルステ

滋賀県が琵琶湖の保全十利活用戦略として素案を掲げる「みどりとみ然 の将来ビジョン(原案)」

における「利用エリア」での東岸最北端に位置づけられる、尾上地域の「道の駅」。透明度の高い奥琵

琶湖の水べり、美しい夕日を望む湖畔に、日本でも類を見ない琵琶湖湖畔の食文化とレイクアクテイビ

ティを国内外に発信するか険型施設であり、全国に先駆ける次世代コミュニティ型道の駅とじて、「湖

北みずどリステーション」がリニューアルしま現

ライフスタイルが多様化し、
1麟又ブυ流れた成熟化社会の中く より人間的として心地よく、尊厳を感

じられる環境や人的つながり、身体性を伴つた体験の重要性を人 が々強く求めるようになりました。湖

北エリアには、世界的に有名な琵琶湖に根ざした、「琵琶湖八珍」に示される鮮魚魚 歴史のある木之

本の「日本酒」、「鮒ずし」に代表される高度な発酵食文化、「尾上菜」に代表される地産視聴型農作物

などの食に関する蓄積だけではなく、国内でも代表的な・り
‐
イクリングロード「ビワイチ」点 ラムサール条

約登録湿地として極めて多様な水鳥の訪れる「琵琶湖水鳥・湿地センター」な工湖畔の豊かな自然

環境を活かしたアクティカ 魅力的な文化が複合的に存在しており、グローバルに人 の々興味を惹い

ていま現

このような湖北の豊かな文化と自然を支えているのは、過去から連綿と続く生活の知恵やスキルを引

き継ま年齢や世代にこだわら式 能動的に日々 の活動を楽しみ、人との交流をつなヤゝでいくアクティブ

な地域の方たち。私たちは、彼らのような「人」こそが、美しい琵琶湖と湖北の文化と歴史を引き継いで

いくために欠かせない資産であると考えました。

湖北の美しい自然に根付いたアクティブな文化や人 が々、地域内外の人と健やかに交易することで年

齢。世代。国籍に関わらずアクテイブに人生を楽しむこと。

そのライフスタイルを、私たちは町SThtt LAKE― STttE/アクティブ・レイクスタイル」と名付t大 その

新しい暮らし方と価値観を基に人々と地域での暮らしと活動を楽しんでいくためのハブとじて、今まで

地域の人に愛さヤ質 きた道の駅をアップデートして提供しま現

本施設は、滋賀県湖北エリス長浜市産の6次産業化支援の中核となるだけでなく、道の駅周辺エリア

と近隣鉄遵駅をつなく
｀
交通インフラをサポートする役割を担い、地域を巻き込んだ創造的な活動によ

り、長浜市の観光振興・環境保全。防災機能・イン ウヾンド観光の活性化を目指しま現

ヽ
‘「

一”
↓ぉ
ど
■
■
」切
】

道 の駅

湖 北 みゴ
:せ

リステーンヨン

獅q猛附盈ダ駐
F鋼フ イ`

ィフスタイ
'し

ステ‐ンヨン

多≠

SHIGA
NORTHERN BIWAKO
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目暇騨覇國 ′鵡

騨

関 わる皆 がア

|、 堂 エ リジ
~フ

/展 望 カ フと征 リン (レ ス 1-ラ ン )

にな つてし1く

しがよく活 力 のある場 所

｀
■
…

クティプ 0

風 通

湖 畔 の暮 らしフート
'(プ

レストラン(lF) 展 望 カフェ(2F)
全 く新 しい湖魚の食べ方 を提案す るフイ ッシュ・ トン・イー ト・ハ ブ(Fish to Eat Hub)

安全 で安心 な地場野菜 ・ジ ビエを提供す るフー ドハ ブ (湖 畔発酵食文化 身ポ )

,こ 売 所 正リノ 〔た
'林

Σく戸毛|うノJI`ヱ ラ屯司千) メ セlァ クト1カ「辰工 1ジ ンフ (I也 )式 Ⅲ寺腫 彰8F辰 売 司千,

湖 畔 の コ 三 ユ 三 テ ィ マ ,レ ン ェ ・ マ ー
ケ ツ ト

新たなコ ミュニテイのあ り方 を示す コ ミュエ テイ・ノ` ブ

(マ ルシェ・イベン ト・ライフライン・地域 お こし協力隊ベース )

|!すトイ休憩 ■リフ (休 憩 スIヾ ―ス )

湖 畔 のビワイチサイク ,レ オアンス
ビフイチの折返 し補給地点 として快適安全 に休憩 で きるサイクルステーシ ョン

|テ 学,t姥 信 ・ I桑 望留力
~ノ

Iエ リジ′ (1吏

'荒

と塑 ' とど,'或 イ面手:二望 )

湖 畔 の交 流 スペ中ス「 Haneyasume」
2Fの 展望 カ フェ を兼 ね た、地 域 人 材 の交流 や各 種 情 報 発信 ・イベ ン トス ペ ー ス

:|ニ ュエティ|!'1ヤ ,〕 り |ぎ /れ つほ子

湖 畔 の コ 三 ユ三 テ イ
'ビ

ス
車がない人 で もJRの 駅 や周辺施設 を行 き来 で きる民営の交通 インフラ

虎4 扇 p仏

卜」;′・|`望ド

●

　

」

エ
ー
．４
１

狼
・　
・

蕩
」
ど
Ｆ

転

「

測嗣靱蛉
・め

酔

．

ィ

性!v

堆
イ
サ

.“RI rr ,こ 矛

P101 ACTIVE LAKE―STYLE STATION

√

1と



様式第2号「事業計画書」:3.利用促進等 [審査基準 :条例第4条第1号及び第2号 ]

(1)施設の利用促進に向けた具体的な取組 (施設の特色を活かした自主事業の展開を含む6)及び達成目標

①レストランエリア

[湖 畔 の暮 ら しフ中卜

'1プ

レストラン ]

安全で安心な地場野菜・ジビエを提供するフードハブ (湖

畔発藍食文化ラボ)や 、全 く新しい湖魚の食べ方を提案す
るアイッシュ・ トウ・イート・ハノなど、来訪客が、他の

場所では決して味わえない、琵琶湖湖畔の地元の歴史 と文

化に根づいた食事を提供するレス トラン。ベジタリアンフ

ー トにも一部対応を予定している。

②農林水産物販売所エリア

[湖 畔のコミユ三ティマ由ケット]

地元の人達が生産・販売し、その売上によって生活を潤す

大切な売り場 となるスベース。尾上菜を始めとした、地場
の安全な野′莱や米類の他、地元漁協によって}是 供される様
々な湖魚が提供される。他にも、地元のジビエや牛肉、地

域の食文化に欠かせない鴨肉などの販売 も行う。

③地域特産物販売所エリア

[湖 畔のコミユニテイマ,レ エ]

「おふ くろ亭」で加工された郷上料理惣菜を目玉に、地域
の伝統的な発諺食、漬物、保存食などが販売される。その

他には、セレクト物販 として冨田酒造や山路酒造の日本酒
や酒粕、地元醤油蔵の醤油、地元老舗の菓子や加工品など

、郷上に根付き、来訪客の現代のユーズにマッチした特産

物の販売を行 う。春や秋の晴天時には、身ラスを開放 して

外部空間と一体化し、地域の作家や飲食を誘致したマルシ

ェスタイルの販売イベント会場 ともなる。

lF

Υ
lno

④休憩スペ申スエリア

[湖 畔のビワイテサイク,bオ アンス]

ビフイチサイクリス トにとって、最大かつ最高の体憩スポ
るサイクルオアシス。」R大 津駅付近からスタート

、距離的に中間地点 となる場所。自転車をサイク

トにかけた状態を眺めながらレス トランの飲食を
とができ、自転車盗難の不安な く快適に休憩 と飲

食の補給ができるオアシスとなる。

⑤交流室エリア

[湖 畔の交流スペ由ス「Haneyasume」 ]

イー トインスケイルの展望カフェスペースを兼ねた交流室
エリア。希望者に対してレンタル会場 として貸すことがで

きる。プロジェクタや音響・通信を捕えており、地テ成おこ

し協力隊の報告会や、各種勉強会、野′鳥写真コンテンス ト
の展示会場などとして、地域住民が内外 と交流するための

重要なスペースとして運用を行う。

⑥コミユ
=テ

イJビスのりば
1/お

りぼ
〕

[コ 三ユ三ティ
'(1ス

「みずどり号」のりlさ

I]

地元の人たちにとっての日常の足=ラ イフラインの一部 と

なり、フェイスtoフ ェイスの交流を促す交通インフラ。」R

高月駅や高月支所なと、自動車を有しない地域住民の足と

して運用される。また、周辺都市圏から電車で来訪する観

光客の送迎バスも兼ねており、バス自体がコミュニテイ内

外の人 と人 との交流を促す舞台装置となる。

な
合

ン
こ
帯

と
場
か
む
携

卜

た

ス

し

，

ツ
し
ル
楽
料

ｕ
⊆
〇
　

之
一

地域情報室

てヨ 凸 口 口 口 口
②農林水産物販売所
III   EEEEI  EEEEl

|  II  I
④体憩スペース ③地I或特産物販売所

側1

一

⑥コミュニテイバス
のりば/お りば

左翼ノーン

自転車やパイク、車で訪れる人達をもてなし、湖北の

美 しさや楽 しさに気づいてもらうおもてなしノーン

とちらか というと地域の外側に向いたエツア
2F

右翼 ノーン

コミュニテイ・地元の人たちがアクテイアに交流 し

、つながって19く 、地域のためのスターション

とちらか というと地域の内側に向いたエリア

⑤交流室 2F展 望ノーン

地元の人 も、来訪客 も、湖北の素 H青 らしい風景や水

鳥を楽 しむことで感動を共有 し、一体 となる「アク

ティノ・レイク・スタイル」の象徴 となるノーン

※ノ
lゝ 施 設 は、 フ リー Wi Fiの 設 世 、 他 i i ttiサ インの対 応

分 l中 の徹 底 を躊 製 い た し ます 。

利 用者 数
200,000人
212,000人
224,000人
286,000人
248,000人

盤翻

達 成 目 標 売上や収益に関する連成 目標については、鰍 第3号 様式第3号 の 2「収支計画書」を参照。

露頑紹翠犠熟～8月 の5か 月間は指定管テ里外 となるのため、現状からの回復期
と考えた数字。 それ以降は、体館 日の変更や営業時間の改良を通 じて、月

FH]1,000名 の来場増 を根拠 とし、年間 12,000名 の集客増 を見込 む。

度
度
度
度
慶

年
年
年
年
年

３
４
５
６

和
和
和
和

令
令
令
令

①レストラン
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湖 畔 の暮 らしフート
'ヽ

プレストラン

一
　

、

　

一
】

≦

邪

辛
i  ―

E

都市圏か らの観光客に人気の高い 「うなぎの じゅん じゅ

ん定食」 「鴨鍋」 な どの定番郷土食 メニューはその ままに

、湖北エ ジアの地元の人が来 て も楽 しめる郷土料理 メニュ

ーを展開 します。直売所の安全 で安心 な地場野菜 ・ジ ごエ

セ利用 したサ ラダ メニューや ピザ、 ランチセ ッ トな どを展

開 し、 ビフマスや フカサギな ど、旬の食材 を活か した洋食
メニ ューによって、新 たな客層 を獲得 します。

また、 国際化 に対応 して、ベジタ リアン メニ ューの開発

も検討 してい ます。現在施設 で提供 が少 ない ドリン クメ
ニ ューついて も、地域産のお茶 をは じめ、地 元 コー ヒー

ロースター との共 同な どで魅力 ある展開 を行 い ます。

.イ

を11・ `IV

一
て甲 四

|・ミとと|エ
二ヽ 二

琵 琶 湖 の恵 みと地 域 の発 酵 食 ・ プピエ文 化 。

他 にはな Ll郷 土 食 を存 分 に楽 しむ飲 食 エリア。

【

ゝ
、

『

】
　
一

夕暮れを望む2F展 望カフェ「Haneyasume」

|

おふ くろ亭

■ ■開
=|イヤ 11■ IR l)■ 有

肖林ぇ}|た 物】デ1況 ■
'イ「

据

紅魚占 朝 日漁協

的 な広報 と、 中期 的 な視野 に立
―ギル な どの特定外来 魚 を材料
ん だ水質 のエ リアで釣 う上 げ ら
い、地域産木材 チ ップを用 いた

ドか らの レン ピを もとに、今 ま

琵琶湖 の環境 を守 るエシカル な

湖北町農産物
直売組合

「おふ くる亭」や
「紅鮎 Jの 厨房 ス タ

ッフの共 同によって

、地域 の特色 や食材
を活 か した様 々なレ

ス トラン メニ ューや

惣菜 メニ ュー を考案
・開発す る。

最新 の収穫状況 や

漁獲状況 を適切 に共

有す るこ とで、 フー

ドロス を最小化 す る
こ とを目指す。

歩
も 奪干‐i畔紳

1靭〉
郷土食 ランチセ ットの提供 イメージ
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った社会貢献性 の高 い活動 として、
としたフー トメニ ューの開発 を行 う
れ た外来魚 を、最新 の血抜 き技術 や

燻製や、 グラックバ ス近似 魚 を常食
でのネガテイブな外来 魚 の印象 を払
メニューの追加 を探 求 してい き ます
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様式第2号「事業計画書」:3.利用促進等 [審査基準 :条例第4条第1号及び第2号 1

(1)施設の利用促進に向けた具体的な取組 (施設の特色を活かした自主事業の展開を含むハ)及び達成目標

(2)地域・関係機関。ボランティア等との連携についての考え方や方策

湖 魚 を象同
ド

Ｅ
Ｆの

ピ
湖 北 郷 土 食
― 新 する レン

SNSを 駆使 す る世代 の消費行動 に も対応 す るため、単 に美 味 しい

地 産地消 メニ ュー であるだけではな く、写 真 で見 て も美 し く、食 べ

に行 きた くなる魅力 的 な フー トの実現 を 目指 します。地域 で親 しま

れ てい る食材 や、地域 ではお な じみの料理 をベ ース に しつつ も、 グ
ローバ ル でみず みず しい感性 を持 つ協業 メンバ ーの知見 も活 か しな
が ら、満足度 の高 い飲食体験 を来訪客 に提供 します。

[メ ニューの一例 ]ビ フマスの香草焼 き
バ ンフイ ッシュの杉 チ ップスモーク

ビフスズキのムエエル尾上菜 のジェノベーゼ添 え

ツト
rト

ハス・テ十ガエビ・庁七上来のヌグリングサラグ (実際に湖北みすとリステーションで購入した食材で構成)

飲 食 エリアのソ
1-三

ング

空間の有効活用、客席効率向上のため、既存 レス トランの座敷スペースを廃 し、屋外テラス箇所にも、季節 限定の

追加 テーブル を配置できるように します、 ビフイナサイクルやバ イクツー ジングでの来訪客が、愛車を眺めながら

飲食 を堪能 した り、駐車場か ら道の駅を眺めた場合の賑わいの創出のため、外に開けたレイアウ トとして配慮 しま

した。

運営詳細 :

オベレーション :

飲食エリア売上想定 :

―平日ノー ド 44,000円 /88名 /客単価500円     て Fう顎 .軽食 /9:00-17:30
-週末フー ト 144,000円 /180名 /客 単価800円    (8.5時 間営業)一部物販兼務

食事 /10:30-15:00

-平 日ドジンク 39,600円 /135名 /客単価300円   (4.5時 間営業)

―週末 ドリンク 81,000円 /270名 /客 単価300円  _土 日祝6-7名

トリンク・軽食 /9:00-18:30
-月 間想定売上 : 3,497,800円

(9.5時 間営業)一部物販兼務
―年間想定売上 : 41,973,600円         食事 /10:00-16:30

(5,5時 間営業 )

i レストランエリア Υ

ｍ
a削

↓
∈
０
　
２
一

イートイン
カiフ ェ正lリ ア

||わ ィ

一 P131 ACTIVE LAKE―STYLE STATION



湖 畔 の コ三ユ三テ ィマ“ケ ツト

J

f

希 少 な湖 魚 やプピエ、地 域 野 菜 が買 える直 売所 。
地 域 のスベンャルな作 り手 が一 同 に集 うセレクト物販 エリア

地元の人達が生産 ・販売 し、 その売上によって生活 を潤す大切 な売
り場 となるスペース。尾上菜 を始め とした、地場の安全 な野菜や米類
の他、地元漁協 によって提供 され る様 々な湖魚が提供 され る。他 に も

、地元のジ ビエや牛肉、地域の食文化に欠かせない鴨肉な どの販売 も

行 う。 「おふ くろ亭」で加工 された郷土料理惣菜 を目玉に、地域 の伝

統的な発酵食、漬物、保存食な どが販売 され る。

その他 には、セレク ト物販 として冨田酒造や山路酒造の日本酒や酒

粕、地元醤油蔵の醤油、地元老舗 の菓子や加工品な ど、郷土に根付 き

、来訪客の現代のエーズにマ ッチ した特産物 の販売 を行 う。春や秋 の

晴天時には、 テラス を開放 して外部空間 と一体化 し、地域の作家や飲

食 を誘致 したマルシェスタイルの販売イベン ト会場 ともなる。

ill赳 ||‖‖‖‖1

「

,f

1青
甲Ⅲ

湖 畔 のコ三ユ三ティマルンェ

罐

Ⅲ
ユ

蕪

げ

Ｐ

Ｂ

ｒ

戸

地域内外の飲食店や作り手が晴天時にマルシェノーンにパラツルマーケットを開店し、マルシェを形成している様子

//
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様式第2号「事業計画書」:3.利用促進等 [審査基準 :条例第4条第1号及び第2号 ]

(1)施設の利用促進に向けた具体的な取組 (施設の特色を活かした自主事業の展開を含む。)及び達成目標

(2)地域・関係機関。ボランティア等との連携についての考え方や方策

農 林 水 産 物 特 産 物

地域 の顔 となる著名 なローカル酒蔵や醤

油酪l造 所、魚屋や製菓の老舗 な どと、弊社

の旅館事業の中で既に成立 している取引関

係・信頼関係 を活かす ことで、 「ここに来

れば長浜や湖北エ リアの食文化 を俯日敢しな

が ら体験することがで きる」稀有な売 り場

として、加工品や、持 ち帰 う用 の生鮮食材

な ども含めた、観光客のユーズにマ ッチ し

たラインナ ップを図る。

｝
”胸
亡
藝
崩

冨 田酒造 山路酒造 大幸醤油 中川醤油 魚 三 魚友商店 近江牛 の まるさ

菓子 の蔵 角屋 菓 匠禄兵衛 つ るやノミン

みたて農園 (米 ) 國友農園 (米 ) 三徳 (鯖寿司) 嶋田屋 (つ くだに )

木元製菓
お米 の家倉

塩

ン磯

物販エリアのソ
1-ニ

ンジ

物販エ リアのノーエング としては、現状湖魚や肉類 を陳列 している冷蔵
シ ョーケースの配置や、野菜 を陳列 しているエ リアのノーニン グについて

は変更 しない。 セレク ト物販 エ ジアはテラス窓側 に全体的に集 中させ、加
えてテラス前か ら自動販売機 を移動 ・撤去 し、好天時 にはテ ラスを開け放
って、外 に開放 され たマルシ ェ空間 として運用 で きるよ うに配置する。

半出入や荷捌きゾーン

…
‐ ‐ ‐

…

―

… … … … …

レ ツ 魚類やノE工・関連加工品
一――‐一―――コ 直売ゾーン   111 運営詳細 :

物販エリア売上想定 :

―平国 272,000円 /340名 /客単800円

―週末 1,080,000円 /900名 /

客単 1,200円

13,816,000円

165,792,000円

オベレーション :

―平日3-4名 /9:00-17:30

(8.5時間営業)一部飲食兼務

―土日祝6-7名 /9:Ol)-18:30

(9.5時 間営業)一部飲食兼務

□
醐

ロ

甦] 渥
□

日 ア〕

餌_鮮 野 や米 直 ン

III   EEEElが

マルンIゾ‥ン・期間限定 出店 ゾー 一月間想定売上

一年間想定売上

匠EEE Ett E「 Ym
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湖 畔 の ビワイテサ イクルオア ンス

一監
Ｅ
Ｅ
藤
鰯
野
ｒ

Ｐ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
〓

一
一
一
」
す

坤
、

尊

奪ユ 撚
装

学

ビワイチの「 THE・ 中 間 地 点 」

最 も便 利 で魅 力 的 ナびサ ィクルステーシヨンヘ
ビフイチの折返 し補給地点 として快適安全 に休憩 できるサイ クルス テーシ ョン

Ⅲ

l―

r

ビフイチサイクリス トにとって、最大かつ最高の休憩スポット

となるサイクルオアシス。訴火津駅付近からスター トした場合、

距離的に中間地点 となる場所。自転車をサイクルスタン トにか

けた状態を眺めながらレス トランの飲食を楽 しむことができ、

自転車盗難の不安な く快適に休憩 と飲料・携帯食の補給ができ

るオアンスとなる。 「五環生活」や「輪の国びわ湖J「びわ湖

ビジターズビューロー」ゃ「びわイチ推進室」といった、 ビフ

イチを支援するローカルな組織 と協業することで、機材 トラブ

れ 1‐
ル時や天候急変、その他の要因で」lk

経由でジタイアする必要が生したサ

イクジス トの一時滞留場 としての運

用 も可能 となり、非常に利便性の高

〔ヽ施設 として運用が可能。

工
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単
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ヽ
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．
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，
１

ｉ
一．、

争 r
スポー ツサイクル用の金具がついた軍l[底 で も安心 !

レス トランカウンター部分の専用 コーナー

サイクル専用監視 カ メラ付 きで安心サイクルパ ーキング

サイクルパ ーキン グを眺めなが ら食事がで きるテラス席

上 1年 エ
イ▲フ
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様式第2号「事業計画書」:3.利用促進等 [審査基準 :条例第4条第1号及び第2号 ]

(1)施設の利用促進に向けた具体的な取組 (施設の特色を活かした自主事業の展開を含む。)及び達成目標

(2Ⅲ 地域・関係機関。ボランティア等との連携についての考え方や方策

スタート地 点 力lら 約 80-90km
大 休 憩 はし1か がですか ? 道 の駅

湖 北 みずととリステーシヨン

ず
イ襴鮎

抄V
ビフイチを行 うサイクリス トには、初心者か らエ

キスパ ー トまで、 あらゆる段階の愛好家が存在す る

。 自転車 を漕 ぐ平均ス ピー ドも全 く異 な り、初心者

は時速 15km-201(阻 ほ ど、中級者は時速 30km前 後、上級者

は時速40血ほ どで琵琶湖の湖周道路 を走行する。仮 に

」R大 津駅近辺か らヌター トした場合、早朝 に出発 し

た とすると、初心者―中級者のス ピー トで走行す る

と、 ちようどお昼 ごはん時に湖北みず どリステーシ

ョンにrlJ着 することになる。 この時点で 1日 での走破

が難 しそうであれば、 このエ リアであれば最寄 り駅

まで自転車だ と比較的近いので、輸行 による日程変

更 も簡単 である。 (こ の場所以降はマキノ駅 まで気

軽 に利用できるルー ト上の鉄道駅 は存在 しない )

その点でも、 この道の駅 をサイクリス トに とって快

通 に利用できるよう整備することは、滋賀県全域の目

玉観光 コンテンノである「ビフイチ」の利用者体験 を

大 き く向上することにつながると考 えられる。

BIwako
Lake

[提供サービスのイメージ ]

サイクルエイ ド
つるやノミンの補給食

空気入れの無料貸出
エナジー ドジンク

水分補給

ジタイア時の最寄 う駅送迎

(有償 。地元パクシー会社 と連携 )

自転車宿泊 に便利な宿泊場所 の紹介

サイクルオアシスは、気俵の良い時期 には、屋外休憩所

として、 レス トランのテラス側 を割 う当て、常 にサイクル

スタン トを眺めて飲食や休憩 を楽 しめるように配置する。

また、金属製の ビンディング固定具 を靴底に固定 してい

る人が入店 した場合、床 を傷つけないように、 レス トラン

テラス席、カウンター周辺 は、一部 アス ファル トでの仕上

げ として、耐久性 セ高める。

、、. 
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湖 畔 の交 流 スペース「 Hane y asume」
こ

７
″

諄

、 ,(i1lottotO

颯
鷲

‐V
Ｌ
■
■
電

I

ぜ ヽ‐

伊

‘イ

ア

地域おこし協力隊やクラウトフアンディング、 自然体験など

新 しし1コ 三ュ三ティを作ろうとするプレ中ヤーの支援場所
イー トインスかイルの展望カフェスペースを兼ねた交流室エ リア。希望者に対 してレンタル会場 として貸す ことが

できる。 プロジェクタゃ音響・通信 を備 えてお り、地域お こし協力隊の報告会や、各種勉強会、野鳥写真 コンテン

ス トの展示会場な どとして、地域住民が内外 と交流するための重要 なスペース として運用 を行 う。

敬

ヽ

YottG
口

携

肘

ｉ
一

十 上i■ 1、 ]いu胸

工 鳩3i

ス テ ― シ ョ ン

長浜 と旧伊 香郡 エリアの

新 たな交 流 をアクティプに
つなぐ場所

長浜市の各地に存在する、新しい視点から地域おこしを試みる若いプレ

ーヤーたちは、例えば木之本の範囲だけでの活動、長浜駅近辺のプレーヤ

ーはその周囲のみ、なか小さなエリアでの活動に終始していることが多い。

しかし、湖畔での自然体験やテントサウ火 道の駅スペースを利用したワー

クショップなどでお互いを認識・認め合うことく アクティブな協働を生みや

すい地域ネットワークの下地を形成することができる。

Bivvako
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新 しとl風 と地 域 が混 ざ
:る

場 所

誰 もが感 じ入 る圧倒的に美 しい湖畔の ロケーシ ョンを活か し、長浜市 は

もちるん、米原、高島、敦賀や若狭 な どの周辺地域 で も活躍す る新世代

の地域の担い手同士が出会い、交流す る場所 になることを目指 します。

具体的には、ステーシ ョン内の 2F展 望室 を、カフェ機能 を兼ねた交流 ・

イベン トスベース としてジニューアル し、 そこで地域 の若手が共感す る

様 々なイベン トを仕掛 けます。

その企画は、首都圏 と滋賀県 を繋 ぐ活動 を行 う滋賀人 (一社 )や 、kei― fu

合同会社、湖北の暮 らし案内所 どん どんな ど、既 に魅力的な活動 と発信

を行 つている組織 の メンバーを企画委員会の中核 に据 えることで、 よ り

戦略的で魅力的なノフ トを提供 します。

企画 を予定 してい るコミュニ ティを巻 き込 んだ交流体験企画の例・イメージ

アVミ ヨ

様式第2号「事業計画書」:3利用促進等 [審査基準:条例第4条第1号及び第2号 ]

(3〕 施 設 のPRや情報提供 など広報 活動 についての効果 的な取組

尾 上 浜 テン トサ シナ

』
狼

癬

〓

事

■

2019年 には、 フィン ラン ド大使館・ヘルシン

キサ ウナデイ とい う2つ の公式団体 か ら公認
イベン トとして認定 された。 フィン ラン ド人
との人的交流 は非常 に強 く続 いてい る。

獅 t,i l ifl

みず どう写真フォ トコンテス ト

パイクノー ジングコ ミュニテイ
オフ会イベン ト開催

野鳥観察の会 と合同の

湖畔清掃 ワークシ ョップ

ノイー ドピクエ ック長浜
との共 同イベン ト開催

尾 上 浜 SUP体 験

Rice ls Comedy
ゲ リラ炊飯

干 し柿 ワー クシ ョップ

【
】ヒ欧 フイン ラン ドノくンを

焼いてみ よ うの会
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様式第2号「事業計画書」:4.サービス向上等 [審査基準:条例第4条第1号及び第2号]

(1)利用者 等か らのエーズ把握 方法 (1/2Ⅲ

湖 畔 のコ三ュ=ガ釉 ‐
(1ス

次 世 代 型 道 の駅 として地 域 の生 活

ライフラインを兼 ねた民 営 コ三ユ三ティドス
バス運賃 :大 入200円 子供 100円 (調 整 中 )

V モ ′ 'オ ヨ
=可 =テ

ィ
'11又

「 みぎドリ暑 I

地元の人 たちに とっての 日常 の足 =ラ イ フラインの一部 とな り、 フ
ェイス toフ ェイスの交流 を促 す交通イン フラ。」R高 月駅 や高月支所
な ど、 自動車 を有 しない地域住民の足 として運用 され る。 また、周
辺都市圏か ら電車 で来訪 す る観光客の送迎バ ス も兼ねてお り、バ ス

自体が コ ミュニ ティ内外 の人 と人 との交流 を促 す舞台装置 となる。
車 を所持 してい ない都会若年層の取 り込 みや、免許 を返納 した世代
に もや さ しい在 り方 を目指す。
※将来的 には買 い物難民 の増 えるコ ミュニティに対 して

適切 な食材 や物 資 を届 けるための、宅配ハ ブ として も

機能す るこ とを想定す る。

;拭
rea

Takatsuki′′

Taka中
tsuki ′Area

Koho

只
Japan Railtty

,('ス 停 の画己置 日
,ビ スルートにつし1て 9:50

水鳥ステーション → 野鳥センター
→  10:00旅 館紅鮎 → 高月駅

(午前中)

9:00
旅館紅結 → 高月駅
Ctt s → 尾上温泉
―ション

(午後 )

14:00
水鳥ステーシ ョン

→ 高月駅 →

同上

同上

高月支所 → 北のまち

野鳥センター → 水鳥ステ

尾上バス停

11100
旅館紅鮎 → 高月駅 → 高月支所 → 北のまち
Can's → 野鳥センター → 水鳥スアーション →

尾上バス停

→ 尾上バス停
尾上温泉

】ヒのまちCan' s

０

０

０

０

５

６

‐ ‐ ‐ ‐ ‐・

"‐

‐ ‐ ‐ ‐

Kattk

,Tス 待合エリ|ア |

Ａｒｔ
雅
ｈｉ

半
、

口
［
日
国
［
Ｈ
口

口
Ｈ
□
［
Ｈ
口

口
［
Ｈ
口
［
Ｈ
］

'Tス

おり1ぎ

,(ス のり1ぎ

]|

】
４
噺
Ｈ

山
日
世
，
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様式第2号 r事業計画書」:4.サービス向上等 [審査基準 :条例第4条第1号及び第2号 ]

(1)利用者等からのニーズ把握方法(2/2)

ド スでの会 話 力lら リアルな三―ズ を引 き 出 す試 み
コ ミュニティバス を利用する人 たち と、運営側 である運転手や、必要 に応 じて専属の ヒア ジ

ン グ担当者がバスで移動 中にフランクに会話す ることで、 アンケー トでは拾 い上 げることので
きない、 ジアル で切実 な意見 をニーズ として汲 み取 り、 アクシ ョンヘつなげてい きます。

地城内の移動手段
として利用する

地元の人 との会話から

浮かび上がるニーズ

バスの運転手や

ヒアジング担当着一~~→ 利用者の切実なエーズ

(同乗 )

都市圏からの

観光客 と会話する

ことで汲み取られた
ニーズ

※客観的な補足情報 として獲得

(2)利用者 等 か らの苦 情 等 に対 す る対 応

目安箱 を設置 し、利用者 の不安 や不満 の解消 に取 り組 む。
定期 的 に雇貫客満足度調査 を実施 す る。
改装資金 に 目途 が つけば、道 の駅 「事務室」 をガ ラス張 りに し
お客様 との コ ミュニ ケーシ ョン を取 りやすい環境 を造成す る。 (下 図参照 )

耳
~と

,ゴ
~士

:

‐ ‐ ‐ ‐ ‐

―

‥ ‐ ‐ ‐ 中

、1_´ IE El__卜 `

□
［
Ｈ
四
日
口

日

日

ロ
ロロ

日

回

・　
口
［
Ｈ
□
同
Ｈ
口

/＼

ガ ラス張 りに した道の駅 「事務 室 」
常 にお客様 の様子 を見 ることが で き、
苦情発生時だけでな く、観光情報 の間
い合わせ、繁忙時の店舗 レジサ ポー ト
な ど、迅速かつ効果的に対応が可能 と

なる。

Υ

ｍ
Nl

一

III  EEEE EEEE

(3)そ の他サ ービスの質 を維持・向上するための取組

社員間での褒賞制度 を導入 し、積極的な業務改善につなげます。

定期的な研修実施 によるスタッフの能力向上

こまめな見回 うとメンテナンスによる状況改善

把握したニーズに

基づいた

施作の検討と実行

アプリやVebア ンケー トを通 した道の駅の評価委を実施

中日本総合観光機構 との連携による訪問データの収集

景品伺 きアンケー トの実施などによる願客動向把握

イベン トなとを通した意見収集の機会提供 とその実施

ホームページを活用した意見公募
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号r事業計画書」:5施設の管理運営等 [審査基準:条例第4条第3号及び第4号

(1)施 設 の管 理 運 営 にお ける経 費節 減 のための取 組

′ 
″ 0~~δ ＼ 、

く赫 ,

・運営母体の経営する企業 との共同仕入れ等

による仕入単価の改善。

・水道光熱費の購入先見直し。

・照明や冷暖房の効率的な使用に関し、内規

(マ ニュアル)を作成 し、従業員の誰でも

が適宜対応できる体制を整備する。

・サンルーフ積極活用 し、施設の弱点でもあ

る西日対策に取 う組む。

・建物琵琶湖側の設置物を極力取 り除き、自

然風や光を取 り込んだ運営を行 う。

.資源ごみの有償引取 り等によるごみ処理費

用の節減

B

置藍ぢ菖とヽ
,― ~

r鰹▼
■

λ

単 下卜●

轡■

4 -

I塩
篭 1

・
ヽ
遭
Ｒ
　
‐‐
‥
ｉ
ｔ

区 分

交流室
地域特産物販売所
農林水産物販売所
レス トラン
地域情報室

単 位

1時間
販売代金
販売代金
販売代金
販売代金

使用料 (税込 ) 利用料金 (案 )

1, 020円
販売代金の
販売代金の
販売代金の
販売代金の

2 円０

％

％

％

％

０

０

０

０

０

２

２

２

３

３

％

％

％

％

０

０

０

０

０
ね

０
る

０
じ

つ
じ

現状、近隣施設 (旅館 )の会議室使用料が 5,500円 で設定 されてお り、 その半額 としての交流
室の利用料 とした。 ただ し、イベン トや貸 し出 しのない期間 は レス トランの機能 を補完する飲食ス
ペース として活用予定。

(3)維持管理業務 (清掃・保守点検・警備等)の内容、方法、頻度、今後の修繕計画等

.〔
〔;!/

柱

・定期的な植栽の整備

・降雪時における敷地内の速やかな除雪

・スタッフによる開店前、閉店後の積極的な施設清掃

。消火、避難訓練 をはじめとする定期的な訓練の実施

(今後の修繕 )

=自 主的なもの=

・狭 く暗い トイレヘの導線整備

・景観を阻害する自動販売機の移設 (施設の側面部へ)

・駐車場の縁石除去による、駐車スペースの有効活用

す飲食スペースの座敷撤去 と椅子テーブル化

・事務所側壁のガラス張り化と観光案内機能付加のための改修

うユ ニ

B′ 五
‐

=協議および支援が必要な修繕=
・ トイレの建物からの分離または大規模な改修

・地下ガスタンクの移設

・建物北側駐車場の改修 と野鳥センターとの

間仕切 り撤去

・サイクリス ト、 トラッカーが利用可能な

シヤフー設備の設置

・給湯、給水設備 (過去に更新履歴無)の入れ替え

象

沖 ュ
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様式第2号 r事業計画書」:6.その他 [審査基準:条例第4条第4号 ]

(1)利 用者 の個 人情報 を保 護するための取組

・個人情報保護法 に基 づ く社内規則の整備
・専門家 を招いた定期的な研修の実施
・自治体等が行 う研修事業への参加

(2Ⅲ 施設 の管理運 営 における娯境 に配慮 した取組

。自主的なごみの削減
・ ジサイクルに関する取 り組みの実施
・ごみの持 ち込み削減 に関する啓 もう活動の実施
・館内でのびわ湖や滋賀の環境 に関する展示 または掲示の実施

(3)防 災、防犯その他緊急時 (災害・事故等)の対応及び危機管理体制

・民間警備会社 との契約 による閉店～開店 までの施設讐備 の実施
・災害時の連絡網整備 とYahoo緊 急連絡網の導入による速やか な

危機管理対応
・食料備蓄や災害対応への備品購入 と整理

(4〕 同様・類似の業務の実績等

湖 底 遺 跡 資 料 館 の拝 観 受 付 と管 理 業 務

(尾 上 自 治 会 より委 託 )

これ まで個人携帯 を窓日 とされていた尾上 自治会が管理する湖底

遺跡資料館 の受付や開錠業務 に関 して、 自治会が委託 される管理人

さん と分担 し、施錠 。開錠 を管理 している。 また、配管に関する間

い合わせ先は、応募企業が運営する 「旅館紅鮎」 となってお り、管

理人 さん と連携 し、当日のガイ ド派遣手配 を行 うことで利用料収入

の上げる手伝いを無償 で行 っている。
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様式第2号「事業計画書」:7自由提案 [審査基準 :条例第4条第2号及び第5号 ]

その他施設の管理運営業務を効果的・効率的に推進 していくために提案したいこと、
貴団体の独 自性やアピールしたいこと、施設譲渡に対する考え方

曜

●

爾項

|

芦 ■

一
【施設の譲渡に関して】

現状、旧西浅井町にあった「つづらお荘」の譲渡計画に関する経緯などを踏まえると、この道の駅は老朽化が進んだ現状で

はまだ改善点が多く、すく
｀
の譲渡は非常に高いハーレレかと思いま現ただ、地域内の他施設・観光事業者との連携などを通

じて、1-(3)で課題に挙げたような問題点解消に向けた施設改修、整備を所有者(市)と綿密に打ち合わせし、実行できれ

ば、地域にしっかりと根ざした施設として、将来的な譲渡は可能と考えていま魂土地建物を合めた完全譲渡に向け、運営者と

して課題の解決に注力することはもちろん、所有者の支援を得ながら前進していきたいと思いま現

※将来的には 1泊 2日 ビフイチや 自然体験 プログラム参加者 向けシン グルホテル (素 泊 まりのみ)の提供 も行い

よ う地域の魅力 を伝 えやすい、総合的なプログラムの開発 に取 り組 んでい きたい。 アツ トドア用品会社 の出店

誘致やイベン ト開催 に積極的に取 り組 み ます。

※ 政府の未来投資会議が提言した「新たな成長戦略実行計画策定に関する中間報告」内にあるMaaS(モ ビリティアズ

アサービス)の 普及を促進するための関連法案成立を前提 としたシャトルバスの運行も、フィンランドのヘルシンキに

て実証実験を行う無印良吊「との協業を視野に入れて、同じフィンランド関係の取組として積極的にI交 討・打診したい。

フインランドとのオフィシャルか

つ継続的な人的交流「デ粥

ナーズ・イン・レジデンス」を、地

域行政と絡めて実行し、その地

域改革のハブとしても道の駅の

スペースを活かしてまいりま現

議

・・十・・
　

・

難
甲励
隷
町
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様式第 3号

収支計画書 (総括表)【審査基準 :条例第 4条第 3号及び第 4号】

1 収入

2 支出

(単位 :千円)

合 計

0

1,036,200

1,080

1,037,280

9,300

2,300

1,048,880

令和 6年度

0

248,000

240

248,240

2,025

500

250,765

令和 5年度

0

236,000

240

236,240

2,025

500

238,765

令和 4年度

0

224,000

240

224,240

2,025

500

226,765

令和 3年度

0

212,200

240

212,440

2,025

500

214,965

令和 2年度

0

116,000

120

116,120

1,200

300

117,620

科 目

指定管理料

利用料金収入

その他の収入

小計 (指定管理業務)

自主事業収入など

体験事業収入

合 計

合計

182,500

736,680

79,390

5,000

22,500

1,026,070

22,810

1,048,880

令和 6年度

45,000

176,080

17,900

1,000

5,800

245,780

4,985

250,765

令和 5年度

42,500

167,560

17,650

1,000

5,200

233,910

4,855

238,765

令和 4年度

40,000

159,040

17,450

1,000

4,700

222,190

4,575

226,765

令和 3年度

35,000

151,000

17,450

1,000

4,700

209,150

5,815

214,965

令和 2年度

20,000

83,000

8,940

1,000

2,100

115,040

2,580

117,620

科 目

人件費

仕 入

維持管理費

修繕費

その他の支出

小計 (指定管理業務 )

自主事業費など

合計

※審査基準にて示す条例は、「長浜市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例」のことです。



様式第 3号の 2

収支計画書 (年度別内訳表 )

年 度 令和 2年度 (令和 2年 9月 1日 ～令和 3年 3月 81日 )

1 収入 (単位 :千円)

浴1目 金額 積算根拠等

指定管理料 0

利用料金収入 116,000 売上として計算

そ
の
他

交流室貸出 120 2,000/H寺 間×60日寺間 (半 日不可用 15回 )

計r 120

小計 (指定管理業務) 116,120

自主事業収入 150 テン トサウナ利用料 15,000円 ×10回

自動販売機収入 1,050 5台 ×7か月×3万円

体験事業実施 300 びわ湖体験、湖上タクシー等

合計 117,620

2 支出

科 目 金額 積算根拠等

人件費 20,000 別途、詳細を参照

仕入れ 83,000 決算報告書を参考に手数料平均 29%で計算

縦
持
管
理
費

光熱水費 5,000 質問書への回答を参考に算出

清掃費 840 と口4時間×210日 ×時給 1,000

警備費 300 現業者を踏襲した場合で算出

消耗品費 1,000 決算書を参考に

保険料 200

ゴ ヽヽ
＼ 処 理 600

各種 リース 1,000

訂
‐ 8,940

修繕費 1,000 想定修繕費として計上

そ
の

他

通信費 400 Wifi通信料など

広告宣伝費 500 協賛金やフォ トコンテス ト協賛など

福利厚生費 1,000

各種手数料 200

言「 2,100

小計 (指定管理業務) 115,040

自主事業費 240 テントサウナ人件費等

体験事業支払 280 体険事業経費、仕入経費

雑費 2,060 想定外費用、防災機器点検費用など

合計 117,620

注 事業年度ごとに記入 してください。



収支計画書 (年度別内訳表 )

令和 3年度 (令和 3年 4月 1日 ～令和 4年 3月 31日 )年 度

1 収入 (単位 :千円)

牟||ヨ 金額 積算根拠等

指定管理料 0

利用料金収入 212,200 売上として計算

そ
の
他

交流室貸出 240 2,000/時間X120時間 (半 口利用 30回 )

計 240

小計 (指定管理業務) 212,440

自主事業収入 225 テントサウナ利用料 15,000円 ×15回

自動販売機収入 1,800 5台 ×12か月 ×3万円

体験事業実施 500 びわ湖体験、湖上タクシー等

合計 214,965

2 支出

科 目 金額 積算根拠等

人件費 35,000 賞与・法定福利費含む

仕入れ 151,000

維
持
管
理
費

光熱水費 10,000 物価上昇を加味

清掃費 1,800 清掃範囲の拡充と時間増に対応

警備費 500 現業者を踏襲した場合

消耗品費 1,800

保険料 350

ゴ ミ処理 1 200

各種 リース 1,800

こと「 17,450

修繕費 1,000

そ
の

他

通信費 700

広告宣伝費 2,000 協賛金やフォ トコンテス ト協賛など

福利厚生費 1,700

各種手数料 300

計「 4,700

小計 (指定管理業務) 209,150

自主事業費 860 テン トサウナ人件費等

体酸事業支払 470

雑費 4,985 想定外費用、防災機器点検費用など

合計 214,965

注 事業年度ごとに記入 してください。



収支計画書 (年度別内訳表 )

年 度 令和 4年度 (令和 4年 4月 1口 ～令和 5年 3月 81口 )

1 収入 (単位 :千円)

科 目 金額 積算根拠等

指定管理利方 0

利用料金収入 224,000 売上として

そ
の
他

交流室貸出 240 2,000/時間×120時間 (半 口利用 30回 )

計ト 240

小計 (指定管理業務 ) 224,240

自主事業収入 225 テン トサウナ利用料 15,000円 X15回

自動販売機収入 と,800 5台 ×12か月×3万円

体験事業実施 500 びわ湖体験、湖上タクシー等

合計 226,765

2 支出

科 目 金額 積算根拠等

人件費 40,000 人員補強のための増員

仕入れ 159,040

維
持
管
理
費

光熱水費 10,000

清掃費 1,800

警備費 500

消耗品費 1,800

保険料 350

ゴ ミ処理 1,200

各種 リース 1,800

〓^
ロ 17,450

修繕費 1,000

そ
の

他

通信費 700

広告宣伝費 2,000 情報発信、協賛金、フォトコン協賛など

福利厚生費 1,700

各種手数料 800

言ト 4,700

小計 (指定管理業務) 222,190

自主事業費 360 テントサウナ人件費等

体険事業支払 470

雑費 3,745 特殊建築物確認申請費用など

合計 226,765

注 事業年度ごとに記入 してください。



収支計画書 (年度別内訳表 )

年 度 令和 5年度 (令和 5年 4月 1口 ～令和 6年 3月 31日 )

1 収入 (単位 :千円)

科 目 金額 積算根拠等

指定管理料 0

利用料金収入 236,000 売上 として

そ
の
他

交流室貸出 240 2,000/日寺問 X120時間 (半 日本1用 30回 )

計「 240

小計 (指定管理業務) 236,240

自主事業収入 225 テン トサウナ利用料 15,000円 X15回

自動販売機収入 1,800 5台 ×12か月×3万円

体験事業実施 500 びわ湖体験、湖上タクシー等

合計 238,765

2 支出

牟1目 金額 積算根拠等

人件費 42,500

仕入れ 16呈 ,560 仕入支払 レス トラン原材料仕入れなど

維
持
管
理
費

光熱水費 10,000

清掃費 2,000 トイレの経年劣化による清掃回数増に対応

警備費 500

消耗品費 1,800

保険料 350

ヽヽ
ヽ

Ｓコ 処理 1,200

各種 リース 1,800

一二
ロ 17,650

修繕費 1,090

そ
の

他

通信費 700

広告宣伝費 2,500 HP改修、SNSで の発信など

福利厚生費 1,700

各種手数料 300

詞^ 5,200

小計 (指定管理業務) 238,910

自主事業費 360 テントサウナ人件費等

体験事業支払 470

対と費 4,025 各種点倹費用等

合計 238,765

注 事業年度ごとに記入 してください。



収支計画書 (年度別内訳表 )

令和 6年度 (令和 6年 4月 1日 ～令不H7年 3月 81日 )年 度

科 目 金額 積算根拠等

指定管理料 0

利用料金収入 248,000 売上として

そ
の
他

交流室貸出 240 2,000/H寺 問X120時間 (半 口利用 30回 )

訓
‐ 240

小計 (指定管理業務) 248,240

自主事業収入 225 テン トサウナ利用料 15,000円 X15回

自動販売機収入 1,800 5台 ×12か月 X3万円

体験事業実施 500 びわ湖体験、湖上タクシー等

合計 250,765

1 収入

2 支出

(単位 :千円)

科 目 金額 積算根拠等

人件費 45,000 来場者増に対する増員など

仕入れ 176,080

刑と
持
管
ユ里
費

光熱水費 10,000 物価上昇などを加味

清掃費 2,000

警備費 500

消耗品費 2,000 来場者増対^応

保険料 350

コヾ
ヽ
ミ 処理 1,050

各種 リース 2,000 更新等を加味

計「 17,900

修繕費 1,000

そ
の

他

通信費 1,000 Wifi修繕など

広告宣伝費 2,500

福利厚生費 2,000

各種手数料 300

計十
‐ 5,800

小計 (指定管理業務) 245,780

自主事業費 860 テントサウナ人件費等

体験事業支払 470

雑費 4,155 点検費用など

合計 250,765

注 事業年度ごとに記入 してください。


